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議案第 40号

昭和 4 2年度

東京都日野市

国民健康保険事業特別会計予算書



日告禾日必♀年度日野市国民健康保険特別会計予算

昭和 4 2年度日野市国民健康保 険特別会計の予算 は，次 K定めるところ K

よる.

〈 歳 入 歳 出予算)

沙 1条 歳入歳出予算の 総 額は， 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 11 5.250千円と定める 。

2. 歳 入 歳 出予算 の款項の区分 及 び当該区分ごと の金額は r:t1表 ・歳

入歳 出予算Jvcよる。

〈一時借入金〉

~2 条 地方 自治法沙 235条の 5沙 2項 の規定 Kよる一時借入金 の借入 れ

の;最高額は 15.0 0 0千円と定 め る。

( h提出予算の 流 用 )

方 5条 地方自治法沙 22 0条才 2項 た立し 事;の規定に より 議出予算の各項

グヲ経費 の金額を流用す る こと ができる場合 は，次 の とおり と宏める 。

保険給付費の各項 K計 上さ れ た予算 額 K過 不 足を生 じ た場合におけ

る款 内で の これら の 経費の各項の 流用 。

昭和 4 2年 5丹 10日

日野市長 有 山 捺
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社ア/:表歳入歳出予算

昭和 4 2年 度

東京都日野市

国民健康保険予算に関する説明書

1.償 還 金 及び 還 付 金

日 - j 一一子「一一 一一仁 ι _J_!予備費

歳 出 合計

険 給 付 費

養諸費

健 施 設

費

5.諸 文 出 金

200 

2 0 0 

1 1 5.2 5 0 

~\ 
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歳入歳出予算事項別明細書



't ~ ~ ~ 

1総括



歳 入 歳出予算事項別明細書

l.it包括

放出
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2 歳入
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歳 入

(款 ) 1. 

項

1.国民健康保闘見
3 5.5 9 5 !① 1人当り調定見込額

'③ 年間平均被保検者数

③ 調定見込額 ①×② 3又550..80 0 

③ 収 納 率 ヲ094

⑤ 守呪計上額 ③×③ 35.595.720 

一一--;C7s--b--1マ「調定:ft~額一 一一沼吉田万了一一一一

② 収納率 50% 

③ 予算計ょ額 ①x~ 4.750，000 

J二/ー工二二二三デ一三士一計- 4 0，3 4 5 二主三J二三乙J二] ~よ一一一て二二一ー一一一ーー ー斗一一ー一一一一一一一一一ーー一一一ー一一一一+ー ー一一一一

(款 ) 3. 国庫支出金

項 自 本年度 前年度
重品

説比 較
区 分 下3一一石

一一一 一
千円 千円 千円

千円

1.国庫負担金 5 8.6 0 0 5 U，4 4 3 8.1 5 7 

1.事務費負担金 3.6 1 1 2.9 2 6 <) 8 5 1.現 年 度 分 3.6 1 0 法治，.6 9 

平均苔

世帯都

種

暫定号

① 基

② 世干

③ 給」

一 一 -TJ寸

係る負担金

者数

給地域

額

成差補正系数

正系数

n
O
 

4
1.v
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1 4.330人

3.22 

11種地

2級地

2.380，629 

1.222 

1.009 

〈国保事業 )



④ 都指示Kよる補正系数 1.23 

⑤ 予算計上額①×③×③×④五610.4 31 

4 1年度精算分

法才 70条K係る負担金

の療養給付費総費用額 1 4ス417.050

② 結核予防法等負担分 3.206.500 

③ 療養脅保険者負担分 495.7 4 7 
_A.D.._ 

③交付率 100 

⑤ 年度内交付率 95% 

③ 予算計上紙のー②十@)x③×⑤ 54.988392 

41年度精算分

明説
額金

節

分区」
較

千円

比度

千円

4ス517 

年前

千円

54.989 

本目

2.療養給付費

負担金

360 Iω 1人当り設置基準額 401.000 

|② 保健婦数 5人
I =-. ~ ，. ~ _L i③ 交 付 率 -3 
I (ミ) 年度内交付率 90% 

I@ 予算計上紙Dx②×③x@ 360，900 

① 1件当り基準額 2.000 

⑦ 支給見込件数 26寸件
_j_-

③ 交 付 率 3 

l(お 年度内交付率 90% 

⑤ 予算計上領)x<2)x③×③ 1 56.600 

保険税軽減費交付

CD 10刀円以下

均等審Ij 200X1.230人=24 6.000 

平等割 600X613世帯=36ス800

1 0万円以よ

均等割 140.><1.690人=236.600 

平等割 400x360世帯=1-44.000 

③ 年度内交付率 90% 

予算計よ額(①+②)x③ 894.960 

(国保事業)

② 

-21-

156 

895 

金

一一一一ーーー戸_ -一
・ 一一一一一個「一 一一

t保 健婦補助金

1.助護婦補助

三五「 r 1 62 一

1 44 

。

8.319 

1 56 

7 50 

-20-

1.410 

360 

156 

894 

1保健続補助金

2.助産婦補助金

作詞交付金

計
一



2.295 1 78 

14.330人
2.295 1.573 722 

342 

i (お年内交付率 90% 

i③予算計上誕 )x②×③ 2.295.666 

一一一-'636-'百彦事蒲扇玄一一一一一一一一一一一一一一一一

1(1) 1件当り補助額 1.000 

② 支給見込件数 261件

③年度内交付率 9 0~ら

③ 交付額 の×②×③ 234.900 

葬祭静裕助金

① 1件当り補助額 1.000 

①支給見込件数 96件

に一 ?似交付額①×② ×③ 86.4 00 

結核予防法等適用者 ~ 0割給付補助金

①補助対象見込額 350.0 GO 

②年度内交付率。 90%

。 交 付 額 31 5.000 . 

予算計上額③ ×⑥ x@ 636.300 

2.給付費補助金 63 O 618 一一一-7r一千一一市ー有一匹言-jJ]~-

‘ 3.保健婦設置脅
360 lG)i人当り設置費基準額 401.000 

補 助金 I I ， 1 1; I 1②保健婦数 1 3人
I " . ' I I Ir 十 、 |③交付率

i l J 1 1 1 11 1 |④年一 90% 
1 1 1 1;' I 1⑤予算計よ額①×② ×③×④ 360.900 

亡二;三E二工二:E工二三五E一一]ニー- 7P」こここ」一一一一ご十一て二二

1 8 1保健婦設置費補助金

(款 ) 5.繰 入 金

節

項 目 本年度 E司 比 事

千円

1.他会計繰入金 11.237 10，000 1. 

1.一般 会計繰入金 11.237 1 0，0 00 
、

二一寸 一一1.1.237 10，0 00 

較
金

明

1

7
一7・

判

5
-
3

t一般会計繰入金 一般会計繰入金

7 
---ー-ーー一一一一一一一一一一十

一一一守-ーーー十 目

.-----
-一ーーー一一一=ニニ=-司ーーーー

-22- -23- (国保事業 〉
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3歳出



¥ 



歳 出

(款 ) 1. 総務脅

項 目 本年度

千円

I 1.総務管理費 6.408 
ト一一
1.一般管理智 6.008 

、

一一一寸 | 一宋-~-一度万一庶務国1内訳

前年度 上む

千円

5.994 

5.534 

-30-

較

千円

41 4 

474 

特定財源 i.. 
-一一一一一一一一一ー一一一一般財諒
国都支出金|地方債|その倒 ι 

千円

502 

一一一一一一節 句 「一一一一一一一一一一一一一一 一一 一!

一ι 一ー一一一J 説 明|

区 分|金 、 額|

三石一一 料 2.7前面扇子厨比要する諸経脅を計上

。給 料

一般職給料 5人 2.785.000 

3.職 貝 手 当| 2.309 I 0職員手当

扶養手当

2.309.000 

46.000 

暫定手当 1 64.0 00 

管理職手当 251.000 

通勤手当 42.000 

時間外勤務手当 140‘000 

期末勤勉手当 1. 666.0 00 

。共 済普 263.000 

共済組合負担会

。職員公務災害補償費 1.000 

。賃 金 126.000 

被保険者証更新事務

虫旅 費| 72 I 0旅 普 71.500 

普通旅費 36.000 

研修旅費 35500 

50 I o.交際智 50，000 

1 1.需 用 費| 1 61 1・0消耗品費 32.000 

消耗文具資 22.000 

消耗器材費 6.000 

法規追録代 4.000 

。食 糧費 26.400 

諸会議用賄費 ろ.000

来客接待用賄脅 23.4 0 0 

。印刷製本費 1 02.000 

被保険者証 60，000 

資格得喪届 1 2.000 

事業概要 30，000 

1 2.役 務 費 1 66 I 0通信運搬費 1 65.400 

被保険者証郵送料 1 45.5 0 0 

一一 不当利得宅三者行溺約位登登鐙会盤整送金~19， 900
-3 1"- (国保事業 )



45.000 

2ス500

6ス500

13.500 

3.000 

22‘500 

1 4両 及び叩l-2 2.000 

1雨両市卜判。負 12.0 00 

8.報償費

80，000 

65.000 

1 5.0 00 

1 1.需 用 6.000 

4.5 00 

1 87 
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1 2.役 務 霊平

! き十

〈款 ) 2. 保険給付費

項|目 本年度|前年度 比 較

千円 ! 
千円 145，6:門|o 145，641 11 

千円 | 千円 | 千円

p.療 養諾脅ト

1.療養給付費 70 I o 1 o 144.778 11 

」」!
-34-

課税台帳

徴収簿

納税通知書

更正通知書

調定異動票

督促状

催告状

1 8.000 

48.000 

25ス800

24.000 

1 4000 

24.000 

30.000 

415.800 

465 10通信運搬努 4 65.fJ 00 

千円

93.881 

納税通知書郵送料

更正通知書郵送料

督促状郵送料

イ佳告状郵送料

託料

i 42.500 

ス500

1 40，000 

1 75.000 

350.000 

納税通知書計算委託料 7 0 x 5.0 0 0件

矢口00

「婦長石両幅五通克;を計上
。療養給付静負担金 9 3.881. 0 68 

2，398 

②受診件数 61.475 

l① 1件当時服

_@強皇居箆_G:2~② 147.41ス050

一35.- (国保事業)



(款) 3. 保健施設聾

現

1.保健施設費

自

1.保健婦

設 置 費

本年度

2.給 料 1.865 

-3 6-

説

保健婦設置に要する諸経費を計上

5.4ヲ0

129件

708.21 0 

495.7 47 

394.265 

231.015 

783心 00

明

。給料 1. 865.000 

-一一長遼塾給料 3人

ーも 7- (国保事業〉



千円

lτ雨すーっ寸寸必2

l

i

 
、

-3 8-

ト一一一竺二一二-7 J一一一一一一一~:--l 
ji --L!金九幅一一一一つ m00Gート
五職員 手当 l'1.303 I 暫定手当 1 1 0，000 

特殊勤務手当 36.000 

通勤手当 39.000 

時間外勤務手当 94.000 

期末勤勉手当 1. 024.000 

。共済費 176.000 

共済組合市負担金

。職員公務災害補償欝 I. 0 00 

。旅 費 t 1 5.600 

普通旅費 5え600

研修旅餐 6‘000 

共AUT 
1 76 

虫旅

1 9.負却金補助及交付金

I 1 3.000 

I I 八王子市保健所管内保健婦研究会負担金

I I 3.600 

-J一一一一一一」一一 8デ看護会会員負担金 5.670 

( 償 判 33 I… 要弔を「 一一
1 1 0報 境警 33.000 

! I 母親学級講師料

I ， 医 師 : 22.000 

一一一一ーー ー 一一一_L_ _~ 1 栄養士 ・ ~ _ 11.000 
1 1需 用 費I 55 I 0消耗品費 20.000 

， ， 消耗文具費 、 15.000 

消耗器材野 5.000 

1 3 0負担 金 1 2.2 7 C 

南多i藤事務研究協議会保健婦部会負担会

綾房用自灯油

。食 糧喪

会議用賄費

。印刷j製本費

保育相談用カルテ

0医薬材料費

消 毒 用

衛生教育用

19 I 0通信運搬昏

保育相談用指導通知

童日学級通知

-3 9一

3.500 

J 1. 550 

〈国保事業)

1. 750 

2;500 

1 2.000 

1 2.000 

1 8.000 

5.700 

1 2.300 

1 5.050 
12役 務 襲

し一



f 

計 105 

-40-

50，000 

ス200

I I 会場借上斜

戸福一五一掃入費r--7"lo備品購入野 6.500 ! 

I 注射器消毒器 、 3.500 I 
I I 参考図書 3.080 I 

一一一一一一十一てつオ 一一一斗
にここ二一一一一ーム三二一ニーーよ一二ニ二二二一一一一一二二二二一一一一 一一一一!

-4 1 - (国保事業〉
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議案第 41号

昭和 4 2年度

東京都日野市

病院事業特別会計予算書



昭和q.:2年度目野市立病院事業特別会計予算

昭和 42年度目野市立病院事業特月IJ会計の予算は次K定めるところによる。

(歳入歳出予算〉

~ 1 条歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 19ス454千円と定める。

2. 歳入歳出予算の欽項の区分及び当該区分ごとの金額は r~1 表歳入歳出予算JVC よ

る。

(一時借入金〉

珍 2 条 地方自治法沙 23 5条の 3}tァ 2項の規定Kよる一時借入れの最高額は 80.0 0 0千円

と定める.

昭和 4 2年 3月 1 0 日

日野市長 有 山 総

-4 7-



社ア/表病院事業特別会計歳入歳出予算

両本口 4 2年度

東京都日野市

病院事業予算に関する説明書

業 費 ~一21 研医給日午日._.. ~ 
ーー一一ー一一一一一」

究 費 638 
--ートー一『

2.医 54.749 
一ーー一一一 一 一

業費 4 8.3 3 1 
ー.

ト 施 設 整 備費| 費

6.4 1 8 

2.892 

2.892 1.施設整備費

4.公 債 費 11， 742 
一 ト一一ー一

1.公 債 費 1 1. 7 4 2 

5.諸 支 出 金 3'0，500 

1.繰 上充用金 3 0，5 0 0 

6.予 台高 Eき 1 0 0 

1.予 備 費 1 0 0 

放 出 バ口コ恥 言十 1 9ス454
町一

-48-
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歳入歳出予算事項別明細書



ぺ; 1 
， 

4・ ー'、 J ・1 • ， 
、ー一-，. 
>"〆f、

一.一 、
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歳入歳出予算事項別明細書

総括

-55- (病院事業)



2 歳入





歳入

〈款) 1.診 療収入

~;---I-一一一-j一一一T- -~~---~-----;了子工戸r--~一一一一

1受診者負担金

節

額
説 明

80，892千円 63.000千円

-2.保険者及び公費
負 担金

15.7 50 

47.250 

円千つ4
-
z
d

一n
Y

9
J一7
一1

Q
U

一nu
『
一A叫

ヌ
一4
一3

入信診療収入を下記のように計上

入院前年度実績から患者増加率を加算

674.1 00点x12月X10円 =80，892.000円

窓 口収入:振込収入=1 : 3とする

1.受 診者 負担金「 16.521 

49，563 

3.144 

786 

4ス205 I 2.3 5 8 

外来前年度実績から患者増7JQ率を加算

550.7 06点 x 1 2月 x10除 =66.084.720円

窓口収入と振込収入のj右率は前年実績により 1: 3 

保険者及び公費負担金

4

・一
z
d

円

4

一ノ。

R

d

一
民
d

r
O

一nvh

1
一・
4

言十

2.000円 x365日・x7 0%= 511.00(1 

1. 8 0 0円x365日x7 0%=459，900 

2.手数 料

月2.048-件 4 5. 7 0 0点の o0%を収禾と

その他， 実績K増加率を加算

一一ー一一一一一一二二ニ一一一一一一ー→

-6 0- -6 1- (病院事業〉



(款) 3 繰 十一金一一一一「一

前- 年度!比 較
項 自 本年度

円千円

U

一nu

n
u

一n
u

門

U
一

円

υ

守
ん

一

寸
'h

1.繰 入金
円
一計一

6
32.20 6 

1.寸支会計繰入金 b 

ス000

(款 ) 4. 

項

1繰越

自 本 年度 前

越金

きL
ロl

(款) 5. 諸収入

項 自 本年度 前年度 l 比 較

2.1.190千円 千n
u
一

円

U

一

A
u

n
y

一n
y

一Aμ

4

一4
一2

つL

一つ
ι
一

子 244 

976 

45 

933 

3.710 

〈款 ) 6. 国 都支出 金

項 目 本 年 度 言な 年 度 上じ 較

ト 1.国都支出金
1千円 1千円 。千円

ーーーー--

1.国都支出金
。

言十
。

-OL-

園田・・ー---'

節
説

ー1

区 分 金 額
明

ト一一
千円

一般会計繰入金 39.206 一般会計繰入金を下記のよう K計上

起債元金利子償還財源 6.20 6千円

繰上充用金財源 3 0.5 0 0千円

施設整備費財源 2.500千円

L 一一一一一一ー
_-- 一一一

ー--ー-ー---ー 'ーーーーーー四ーーーーー .十 一一一一一一一

節

節. 一

‘ 
説 明

区 分 金 額

千円

トー一一一一一一 一一一一一一
繰 越 会 繰越金について科目れみ

山一一一--一一一一一一← 一一 -・-~_....------♂_- -・・--・- 一一ー一 一一』ー--・-ーーーー

説 旬月

預 金利 預余罪!斤~VLついて前年度実績K増加率を加算計上

言iJ伝度実績K増加率を力悌計上

一_._-一一一ーーー-ー一一ー一一一一一-ー
ー一ー一ー一ーーー一一“一ー一ーー一一一一一一一一ー一一一

トー一一一一一一一
区

説 明
金 額分

千円

国都及び都費補助金 I I 科 目計上

一一一一一一一一一一l__--.~---工二二二一一一一一一

-63- 〈病院事業)



3歳出







-

4・
， 

項 目 本 年 度 前年度 上む 較特定財源

l i誼都支出金|地方債 その他 一般財諒 ~一一勾
千円 ! 

.-

千円 手円 千円 千円 千円 千円

11.需

v 

! 

、

戸札

， ‘ 

1 2.役

， 

-
- 6 o-

同

ト一一一一一

明

3.096.000 

用 1..4 60，000 

970，000 

666.000 

1. 072.000 

ガゾ 1)ン

石 油

ブ ロハ ン

。 食 糧 費

食事接待

茶菓子

。印刷製本脅

カルテ

82 4.0 00 

151.000 

65.000 

32.000 

32.000 

2ス000

5.000 

440，000 

1 00、000

50，000 

45.000 

1 70，000 

75.000 

領収書

会計カード

検査伝票

その他

。消耗品安

文具野

消耗器材

印刷物

。修繕料

建物設備

備品車璃

o賄材ギ}費

228.000 

1 00，000 

2.4 8又500

735.000 

1 60，000 

523.000 

52.000 

328.000 

務 費

6 5 H x 3 8.30 0食

1.917 I 0通信運搬野 1.043.000 

電話料 1. 0 08.0 00 

掛使料

。広告料

諜識掲載代

Q手数料

申請手数料

白衣出盛代

おむつ洗滋代

。保険 料

建物備品

一67-

35.000 

1 0，0 00 

802.000 

1 0，000 

432，000 

360，000 

62.000 

一間
一

病

A叫
.



I-~ I -13-ーに年度」L5i三度IREJ-
明 ~ffiト石_1 1'i!l'l:~ffi地雪印 i 千正

2一般用僻品 5-0 [ 50 I o I 。| 。| 。| 50 

汗引638 1 4 638 i研究費

638 624 1 4 638 

aaa-

円

L
Q
u
 

nu 
η
4
 

t
i
l
l斗
!
?
i
s

nu 

に
-v

A
U
 

ふ
サ
/97.471 

〈款) 2. 医業費

自動車

。 委 託 料

清掃業務

エレベーター保守

電話保芋

非常通報

火災報知機

リフト外

メッセンジャ業務委託

1 7 I 0借上 料

| 自動車，放送受信料

13.委 託 料 2.568 

14使用料及び賃借料

ト一一

1虫負担金補助及交付金

説 明

22.000 

2.568.000 

1. 320.000 

360，000 

132.000 

1 8β00 

1 20，000 

258心00

360，000 

1ス000

一一
139.000 

83.800 

1 8.800 

36.400 

50.000 

1 39 I 0負担金

t
 

}
 

i
i
l
V
I
l
l
-

-
E
E
E
E
・E
・-Ee

・

50 

立旅 301 

11.需 用 襲 137 

18偽. 品 購 入 脅

し一一一一一一レ-----1
200 

医師会静

擬市会静

その他

↓戸長;扇ぷ購入野を計

。備品購入脅

椅子等購入霊密手

日石両扇了一
o研究旅費 301.000 

医学会 150.000 

技師学会 101.000 

その他 50，000 

。雑誌購入安 1 3ス000

医学関係誌 1 2ふ900

その他 10.100 

。図書購入轡 200，000 

医学図書

明

| 日本年度の財源 節

項 目 i本年度|前年度上む較 定財源 ト- 説

国都支出金地方偉その 区 分 金 額

千円 千円 千円 千円 千円 千円

1医療用 1 I 50 ム 49I 0 I 0 1 8備品購入判 。医療器械購入野
機械器具春

r_sの丞

-68-
-69-

1.000 

冒

(病院事業)



節

分|金額

千円

費 I 2.9 Ei"o j 医療用消耗器材の購入と働善料を計上

。消耗 材料費 2.800，000 

体温計パイ ノレパツカー外 2.400，000 

検査センター用消耗材料費 400，000 

。修繕料 150，000 

医科機械修理 1 00，000 

手術万研磨代 50.000 

安 I 44.063 1 医療品類購入安否罫J:一 一

-
e
Z
F
 

。薬品類購入費

医療用薬品

試薬類

衛生材料

一一 岬

l 検査センタ一用

| 。管管.理用薬品類類-

i クレゾール外

1 1需 用 費 I 90 患者用寝具κ妻子玉経内言十上

I I 0消耗材料野

ド一一一 I I マットレス 6.0 0 0円x1 5 

川使用料及び賃借i~-I寸2五 10*エー瓦 1.226.400 

--.-----t- I 12哨 28円 365日

1 I需 用 資 I 1 00 1;験用器材 κ要する経費を計上

I I 0消耗器材費

食 器 三0，000

44.003.000 

40，25ふ000

875.000 

21史000

2.40ス000

246.000 

60，000 

90，000 

1 00，0 00 

資

Q 賄材料貸

L//65円 × 川 200食

6.31 8.000 

節

説 明

分 | 金 額

存可

費 。工事請負愛 資自のみ

_;_71-

1.000 

(病旋事業〉



| 本 年 j廷の 財 源 内訳

本年 度 前 年度!比 較 | 特 定 財 源

千円 千円 千円国都 えr廿l守

2.財建断専費 I 1 130' ム129 。 。 。

計 128P2j 5.956 Iム3.064

〈款) 4 公 全一笠一

現宇 自 本年度 |前 年度

1公債費- 11.742 

金 I 2.957 

25刊 子 I 8.7 8 5 

計 11.7.12 

千円

9.3 92 

1.148 

8.244 

-7 2-

541 

。 o I 6.206 

節

絞財源

ト豆一一 分
千円

1 8.備品 購 入 費

金 額

千円

2.890 

説

。備品購入費 2.890，000 

水防ポンプ

耳鼻科ユニット

麻酔器

電気ドリル

約 i軒町台

子供用ベッド外

検査センター用備品

。態苦債購入費

費 自のみ

ーー回目白ーーーー・戸-“ーー_ -目eー回目E回P

2 OOiD 0 0 

400.000 

460.000 

i 50，000 

1 00，000 

790，000 

790.000 

1.000 

一

明

2.956<974 

750，000 

8 3 6 i. 0 0 0万円 230.327 

839 1.000万円 1 93.34.1 

S 4.0 1億円1.783.30 3 

起債;f[斤及び一時借入金利子を計上 ス796.600

0起債利子

S 3 5 600万円 21 3.7 50 

836 1.000万円 584.2 79 

S 3 9 

840 

0一時借入利子

一←

一7五一

1. 0 0 0万円 635.820 

1億円 6.362.751

988.200 

一一一一一ー一 一一

〈病院事業〉



諸 支 出 金

目 |本年 度 !前 年度

1.繰上光用金

11繰」澗 金

言十

14
8
n
u
一
n
u
一
n
u

「寸

n
u
一

n
u
一
円
U

:

F
O
一
「ひ
一
広
U

n同

一

内

山「

一

η同

Z
J

一ZJV
一zd

、
、

比 較

千円

444 

444 

eL14 

-"74-

節

説 明

区 分 金 額

千円

22.補償補犠及び賠償金 30.5 0 0 前年度繰上充用金を計上 30，500，000 

一一一一一一一一 ---------

節

説 明

区 額
一
明

金一分一

一 一一・4幽・・-ー'句-岡田M目一

-75- 〈存続事業〉



給

暫

扶

通

，ーー・・

7 

λ己乙主

主委

動

設 r明

手 当

手 当

手 当

管理職手当

時間外勤務手当

特殊勤務手当

宿日 直手 ゐ-包4 

:if! 駿 手 当

期末勤勉 手 当

-7もー

米国
モさト-= • E三ヨ

2.2 4 1千円

4 4 0 

709 

5 2 8 

5内 o9 2 

2.0 4 0 

690 

2 3. Ll 0 7 

議案第 42号

昭和 4 2年度

東京都日野市
都市計画事業特別会計予算書



路和 If.J， 年度日野市都市計画事業特別会計予算

昭和 42年度目野市都市計画事業特別会計予算は次に定めるところによる.

〈蔵入歳出予算〉

.;17 1 条歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ 96，4 8 5千円と定める

2. 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，;Jァ1表蔵入歳出予算Kよるo

(市 債〉

;y 2 条 地方自治法か230条赤 1項の規定Kより起すことができる市債の起債の自的，限

度額，起債の方法，利率及び償還の方法は， ;y 2表市債Kよるロ

昭和 42年 5月10日

日野市長 -1
4
 

パ

μ 桜有

--7 9-



なプ/表 歳入歳出 予算

lii三:比一

一一一_L~____fl しそ竺L!

222十元雨漏トベ-i
三日一E 二二72R

-80一

• 

砧和 4 2年度

東京都日野市

都市計画事業予算に関する説明書
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歳入歳出予算事項別明細書
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歳入歳出予算事項別明細書

総括

(歳入〉 (単位千円)

〈歳出)

-87- 〈都市計画事業)



2 歳入





歳 入
(款 ) 1. 繰 入 金
冒・ - - -

項 目 本 .$. 度 前 f年 度 上じ 較

節 l

一一! 説 明
区 分|金額 | …

1.繰 入 金 46.999千円 36.600千円 10，399千円

1.ー殻 会計繰入金 46.999 36，600 10，399 

i 千円 |一般会這十より 繰入金を計上

46，999 I 0平山台区画整理繰入 金

I 0神明上区画整理繰入金

1 3，32ス0001一 般 会 計繰入金

20，01 5，000 

I 0四ツ谷下区画整理繰入金 11，446，000 
ーー

計 46，999 36，600 10，399 一一一一--FL//勺 o都市iT*~繰入金 2，211，000 

節

区 分一下 金 額一
明

i 判

I都市下水路補助金 I 3，000 1 0国庫補助金 ろ，000，000

きu4t 

(款 2_ _  5，_綾

目 本 年 年 較
節i

明

。千円1千円 1手間

じ 二車年度繰越金
。繰越 金 1，000 

(款〉 6. 諸収 入

~i 目 目

ド
年 度 前 年 度 比 較

1.諸 収 入
41，485千円 。千円 41.485千円

41，485 。 41， 485 

節
説 明

金 額

千円 | 平山台土地区画整理事業保留主腕L分金を計上

41，485 I 0平山台区画整理 41，485，000 

41， 485 。 41，485 

一92-
-9 3- (都市計画事業)
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3 歳出





歳

二一一三1:J7一一

千円

平山台区画整理事務所費

平山台区画整理 K要する経費を計上

2語一一一一-1ζ「一五日-l0給 料

三五百7 -z「-fz

史旅 費

11.需 用

_1______1 I___Lー

96 

一般職2名

。職員手当

暫定手当

通勤手当

管理職手当

期末勤勉手当

時間外喜朗努手当

。共済 資

共桝E合負担金

o賃金

人 夫賛

。旅費

普通旅費

。需用費

消耗品食

消耗文具費

消耗器材費

資料購読料

法規集追録

燃料費

バイク用ガソリン

食橿資

印刷製本費

。役 務費

通信連搬費(郵使料〉

o使用料及び賃借料

車イ昔上料

土地借上料(継続分〉

宅地

畑

山林

一、

一99ー一98-

884.41 8 

679.457 

50，1 90 

12.870 

60，1 68 

51 3.568 

.12.661 

80，897 

80，897 

6.250 

6.250 

31.920 

31.920 

35.45 1 

1 0.051 

1.000 

2.700 

1.200 

1ス500
3.000 

1 6.9 00 

16.900 

1.395.400 

1. 400 

1. 394.0 00 

1 54.000 

1. 200，000 

.10，000 

(都市計画事業)



668.949 

一 般職 2名 668.9 <19 

。職員手当 479.773 
IJ韻語瓦IF蚕語科7--4.17五---1 暫定手当 5 引~ 0 90 

通勤手当 3ス800

具抹勤勉手当 36又603

時間外勤務手当 33.280 

済 費 63.502 

共済組合負担合 63.502 

。賃 企 5ス500

人夫 賃 3ス500
。旅 費 31.920 

普通旅費 31.920 

。需 用 費 1 43.6少1

消耗詰泊費 21.791 

消耗文具費 1 0，891 

消耗者説オ費 1 0，900 

資料購前科 1. 200 

法規集追録

食糧 費 2ス500
印刷製本費 48.000 

光熱水費 43.200 

電 気 料

修 繕料 2.000 

自転車，バイクそ の他一式

。役 務費 34.1 00 

通信迷搬費 〈郵便料 ) 34.1 00 

。使用料及、び賃借料 2.5 0 3.000 

車借上料 2.000 

土地借上料 2.501. 0 00 

都市計画街路 2.2.3号 901.000

一一一」一一 ! -LJ-L l -
区匝i街路 1. 600，000 

! o原材 料 455.000 

一一一一一一一一一一-L一一一 i 金一五日1一一一一__  450，旦日ー一 一 一
-1.1)1-

(都市計画事業)



下一一十一一一一一動r-----".-I 一一一---------_. --， 

L一一一一一一一一一一一一一-_j 説 明 I 

LE---UL引 一 一 - l 
I 千円 i 測量杭

。備品購入費 2，000 

図 書 2，000 

四ツ谷下区画整理事務所費

盟之丘:主区直撃珪竪室主主L経堂支註よー
。給料 1.050，954. 

一般職 3名 1. 050，954 

。職員手当

暫定手当

通勤手当

期末勤勉手当

時間外勤務手当

。共済資

ユ摘組合負担金

金

人夫 賃

費

普通旅費

。需用 tti

消耗品費

消耗文具費

消耗器材資

資料購読料

法規範邑録

燃料費 1.200 

食 糧 費 1ス500

印刷製本費 62.500 

青写真樹す恥 60，000 

台帳用紙 2.500 

修繕料 2.500 

自転車バイク測量器具一式2500

0役 務費

通信溜般費 (郵便料)

o使用料及び賃借料

車借上料

土地借ょ料

。原材料

敷砂砂利

。賃

。旅

732.51 3 

61. 890 

3Sえ870

578ヱ05

52.54.8 

100，288 

1 00，288 

1 2.500 

1 2.500 

31.97.0 

31. 97 0 

99.441 

1 5.381 

12881 

2.500 

360 

6.900 

ー239.~OO

2.000 

239.600 

35.000 

-1 03-
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平山台区画整理審議会委員及び評価員K要する経費を計上

17誠一一一一一一一副下一 276寸母一一面 一一一一一一一江日了一

| 審議会委員

! 評価員

156 ! (:)需用賀

食糧費 5ス750

神明上区画整理審議会委員及び評価員に要ずる経費を計上

。報酬 10 5，[} 0 0 

審議会委員 45.000 

評価員 60，000 

用費

食糧費 58500 

E之盆王区直室翠釜議会室主主霊盤皇宮:芝生霊号室生計上
。報酬 と$..O_Q旦

審議会委員 30，000 

評価員 ~8心00

用費

食糧費 3又別000 I 

-一千「刊苔王地区画整理委委.託料を訂一一一一一一一一一一一一一白一一

。委託料 1刊0，000，000

新都市建設公社委託

(街路築造等) 1 0，0 0 0， 0 0 0 

神明よ土地区画整理委諸手を計上

。委託 料

新都市建設公社委託

(街路築造等〉

四ツ谷下土地区画整理街路築造等K要する経費を計上

。工事請負費 8.81 0，000 

区画街路〈一部水路を含む)

平山台土地区画整理を実施する際の補償費を計上

。 補 償 料 41. 4 85.0 0 0 

農作物等上物〈都市計画街路 2.2.6) 

農作物 5.000 

明

一一事「豆一夜一一一 5.百古 一一一一一一一

o備品購入費

庁用備品

測量及び設計用備品

48D 00 

1 5.000 

5ス750

5‘o 00 
10，000 

45.000 

主党

一一一一一一一一節一一一一

1 1.需 費用

58.500 

39.000 

(都市計画事業)

12.458.000 

1 2‘4.58.000 

-.1 05-

。需

。需

22. L158 料託1 3.委

。

-1 0 4-



i 節 i
ト ，_.__.__.__._~説明 i

LE-一 仁比1L二一一一一 一一一一一一 i
千円| 立 木 720，00 f:) 

I (区画街路)

農作物 600，000 

立 木 1. 000，000 

家屋並K工作物移転

都市計画街路 2.2. O 5.0 0 0，0 0 0 

区画街路 6.000.000 

換地陀伴う農工作物等上物

農作物 4.000，000 

換地に伴う家屋並 K工作物移転

22.000，000 

換地に伴う電柱電話柱移転

都市計画街路 2.2. 6 1 20，0 0 0 

区画街路 840，000 

神明上土地区画整理を実施する際 (J'補償資を言十上

。補 償費 ..2，旦Ll竺旦旦
農作物等ょ物 (都市計甑街路 2.2.3) 

農 作物 540.600 

立 木 300，000 

区画街路

操作

立

物 1. 09 0，800 

オミ 1. 000，000 

40，000 

の補償資を言十上

_L2..生Q_4_旦

1 94.040 

…17 
4

ム

ム2.都市下 I I 1 0，2 11 

水路費 I I i 
1 都市下;~ 104 I 
総 務費

12.500 

12.500 

1 8.873 

消耗品費 3.37'3 

! 消耗文具資 2.873 

i 消耗器材費 500 

食糧 費 1 0，500 

-1 06"'"'" -1 0 7- (都市言十函事業 )



項 自

一一一「一一一丁一一一亡二至宝玉互主亙二コ

一円比較iぷ]占-h一門l
ァ一五ーで一一五i引寸 | 

ι
i
f
1
1
1
1
1
1
 

一肌一
川

一山λ
Ha
 

2.事 業費 1 0，1 07 

「一一一一一 節 ーナ下一一一一一一一一一一一一一一一一
i一一一一 一一十一一一一一一」 説 ー 明

|区 分|金 額 i
I I 千円 | 印刷脚本受 3.000 

I 1 I 青写真焼付料 3.000 

I I i 修繕料 2.000 

! 自転車，バイク修理 2.000 

3 I 0役 務費

! 通信運搬費(郵便料 ) 2.750 る

1 4.扇同京高払寸---6810使用料及び賃制 五三也

車借上料

土地借上料

(継続分 〉

畑

宅

〈新規分)

畑

宅

〈字組路分〉

畑

。公有財産購入費

用地取得費 1.000 

芝山金遊亙ヱ本箆蔓選宣言tよ
8.2 48 I 0委託 料

新都市建設公社委託料

I (工事費及び事務蛍 ) 8248.000 

1 6.原 材 料 1 1.797 I 0原 材料

I ヒユーム管購入代(f 5 8.4 m ) 

1.752.000 

2.750 

3.000 

64.440 

1ス公有財産 購入費 2ス600

3.8.1 0 

1 5.600 

9.600 

ス800

13.委 託 料 8.2.1 8.000 

22.補償補填及び賠償金

砂利代

。補償資

農作物補償

45.000 

61.600 

21.600 

一一一一一_L_一一弾理一一一一一-JEPo ー ー

とーァτ乙二L-一一一一一一一一ー二二二



職 員 手 当ゎ 内訳

給与費明細 書

通勤手当

管理職手当

期末勤勉手当

時間外勤務手当

-1 1 0-

1 5 1千円

9 1 

6 0 

1， 4 6 1 

1 2 9 

議案第 44号

昭和 4 2年度

東京都日野市

下水道事業会計予算書



陪和42年度目野市下水道事業特別会計予算

ー昭和42年度目野市下水道事業特別鋸十予算は次に定めるところ Kよる o

(歳入・歳出)

示 1 条 歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ 15，6 9 9千円と定める。
、
7、

2. 歳入故出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は「才1表歳入歳出予算JI'(よ

る。

昭和42年 5丹 10日

日野市長 有 111 経

-113-



沙 1表 歳 入 選t泊 予 算

歳入

昭和 4 2年度

東京都日野市

下水道事業予算に関する説明書

l二12二一一一-1z一一 下金
1 5. 5 9 9千円

-114-
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歳入歳出予算事項別明細書
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. 

(総括)

歳 入

歳出

ρ 

歳入歳出予算 事項 EiJ明細書

守 1，21-



2 歳入



/ 



:"_1 2 6-:- で 127- 〈下泌益事業〉



3歳出





歳出

~132-

2給 料/328汁二76-E一 一一一一一一一一-5石;百万一一

一般職 7名分 3.282，000 

。職員手当 2，865.000 

暫定手当 I 94，000 

扶養手当 70，000 

管理職手当 137，000 

時間外勤務手当 348.000 

特殊勤務手当 60，000 

通勤手当 1 4ヌ000

期末勤勉手当 1.90ス000

。共済 安 311，000 

共断立合負担合 31 1，000 

。旅 費 46.500 

普通旅費 24，000 

特別旅狩

o需用 資 I 07，205 

消耗品野 23.7 55 

! I 燃料 費 34，700 

光熱水資 30，000 

場内海灯.~ 30，000 

印刷望書本費 1 0，000 

排水設備申請書印刷代 6.000 

1 2.役
お
早
孔

牙
・ふ

務

その他用紙印刷j代

食種 世

修 繕 f &

4，000 

3.750 

5. 5.000 

自転説法びバイク修理代 5.000 

0役務官

竜話料

73.240 

66.000 

切 手 1.500 

700 

2，500 

2，540 

ハガキ

火災保険料

自動車保険料

.-1，33，- (下水道事業〉



4，903 「
一

一
水
賢
一

一
理
一

一下

処

一 一一斗一一! 

I _ ~ I I I I一一一一LJ
一134-

8.000 

1 0，000 

6.000 

23.償還金利子及割引料 I2，045 i 0 償還金利子

I .1 3 2年 70 0万円 K対する元令矛l汗

569， 800 

2，044，7 80 

五段員 手 五1--'-i'-i5oI 0職員制 1，450，000 

i 暫定手当 107， 000 

i 扶養手当 48.000 

| 特殊勤務手当 48，000 

l 通勤手当 30，000 

l 時防外勤務手当 1 93.000 

」一一一 一j 跡事施手当 1. 024，000 

4.共 済 資 I 173 I 0共 済資 1 73.000 

共済資労災保険料 1 73.000 

主主一害補償 資! --71 0災害補償資 1，000 i 

ス賃 金 I21Dl 0賃金 21ω00 I 
l l l 高速散緋床糊人夫賃 135000 l 

| 場内除草人夫貨 75.000 

t -------.---___..J 
ゥ135-' (下水道事業〉



ー一ー---------一一一

説

一明一」l 
「0需用費

• ， 
1. 84 3.668 

用 費 i1，844 消耗品費 1 1.294 

被服 費 1呪520

作業衣上下 6.000 

雨合羽上下 ス200

長 萌t 2，800 

地下足袋 2，800 

作業帽子 720 

燃料費 2ス854

滅菌機保温用煉炭 5，850 

滅菌機保温用薪 1， 700 

返送ポンプ動力ガソりン 1 0，1 52 

汚泥処理用ガソリン 10，1 52 

光熱水野 624.000 

滅菌室水道料 24 O. 0 0 0 

電気料 (動力) 384‘000 

修繕料 423.000 

散水機修理代 150，000 

場外ポン7'1彦主主代 1 50.000 

場内返送局ポンプ修理代 1 23.000 

薬品代 738，000 

塩素購入代 41 4.000 

間 E用義弘Eb代 180.000 

防臭剤 1 44，000 

。役 務費 72.000 

水質検査手数料 72，000 

。委 託料 1，000 

90 ， 0賃借料 90，000 

汚泥濁世用借上料 90，000 

L5工事請 負費| 170-1 0工事務負食 1 70.000 

場内電柱立替工事 1 70，000 

1 6.原 材 料 -~一一-45-1 0原材料費 45.000 

鋪止塗料 1 5.000 

"'"'"1 36- -137 .... 
(下水道事業)



一日一

給与 費 明 細 重主
巨ヨ

! 暫定手当 1 94千円 暫定手当 1 07千円

| 扶養手当 70 扶養手当 48 

|職員 手 当 の 内 訳| 管支単完投手当 1 37 特殊勤務手当 48 

I I 時間外勤務手当 348 通勤手当 30 

1 ! 特妹勤務手当 60 時間外勤務手当 193 

I I 通勤手当 149 期末勤勉手当 1，024 

i叫一一一一一一J一一一樫塑主1，笠一一一一一一一一一一一___1

-138-
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議案第 43号

昭和 4 2年度

東京都日野市

、水道事業会計予算書



組和 42年度臼野市水道事業会計予算

(総則)

赤 1 条昭和42年度水道事業会計の予算は次K定める ところ托よる 。

(業務の予定量)

才 2 条業務の予定量は次のとおりとする。

1.給水戸 数 1 1， 6 0 3戸

2. 年 間総給水量;- 4，1 7史 45 om8 

3. 一 日平均給水量 11.A51m" 

4. 主要な建設改 良 事 業 事業量配水管布設工事 3，8 5 0 m 

事業費 2ス791千円

(収益的収入及び支出)

方 5 条 収益的収入及び支出の予定額は，次のとおり定める.

収 入

方"7I款 水道事業収益 9 8，1 .2 7千円

方"71項 営 業 収 益 9 4， 9 1 3千円

ヨア2項 営業外収益 3，2 i 4千円

支 出

':'~ Î 款 水道事業費用 9 8， 1 2 7千円

;t"1項 営業費用 6 8，6 2 0千円

赤 26員 営業外費用 29，307千円

沙 3~ 弔 備 費 2 0 0千円

(資本的収入及び文出)

才 4 条 資本的収入及び文出 の予定額は，次のとおり定める 。

(資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額 I4， 7 1 0千円お当年度，分損益勘

定留保資金 1司o0 0千円で補てんするものとする. ) 

収 入

;苧1款 資本的収入 4 0，9 8 2千円

;Y1項 4人1:.. 業 債 2ス000千円

2十2項 出 資 会 ス980千円

.7173項 負 担 金 6.000千円

才4項 繰 越 金 1千円

示5項 雑 収 入 1千円

文 出

;y1款 資本的支出 5 5， 6 9 2千円

-143..，... 〈水道事業)



か1項

方2項

〈継続費)

建設改良費

償還金

49，649千円

6，0 4 3千円

沙 5 条継続費の総額及び年制額は，次のとおりと定める。

款 項 事業名 総額年度 年割額

資本的支出 建設改良費 才2期拡張事業 32ス000千円 42年度 70，000千円

〈企業債)

なァ 6 条 起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法は，次のとおりと定める。

起債の目的建設改良資金K充てるため

限度額 2スo0 0千円

起債の方法 普通貸借又は証券発行

利 率年8.0%以内

償還の方法起債のときから据置期間を含めて 30年以内に準元利均等額または元金

均等額の償還をする。ただし融資条件または，企業財政の都合Kより，

償還年限を短縮し，若しくは， 繰上げ償還又はi邸Uvc借り替えすること

がある。

〈一時借入余)

:t 7 条 一時借入金の限度額は 50， 0 0 0千円と定める。

〈議会の議決を経なければ流用することのできない経貸}

才 8 条 次K鍛Tる従長KつL、ては，これらの経費の鉱区をこれらの経費のうち他の経費の会

額vc.若し くはこれら以外の経費の金額に流用し，又はこれら以外の経費をこれらの

経費の金額K流用する場合は，議会の議決を経なければならない。

1. 職員給与費 3 5，，4 0 7千円

2. 叉際費

(他会計からの補助金〉

1 0 0千円

なア ? 条 先行投資のため一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は 2，23 9千宵である。

(たな卸資産購入限度額 )

赤 10条 たな卸資産の購入限度額は 11， 3 9 8千円と定める。

(重要な資産の取得及び処分〉

:t 1 1 条重要な資産の取得及び処分は，次のとおりとする。

1. 取得する資産

種類 名称

鋳鉄管 配水管

昭和42年 3月10日

日野市長

-144=-

数 量

3，8 50 m 

有 山 桜

収益的収入及び支出

入

-，1 4s-:. 〈水道事業〉



資本的収入及び支出

昭和 4 2年度

東京都日野市
水道事業予算に関、ずる説明書

占 14.6-
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水道事業会計予算実施計画説明書



、・. 
¥‘  

.-'， 

日温和 42年度目野市水道事業会計予算実施計画

収益的収入及び支出

収入

-'1 f:~-
〈水道事業)
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備?商品費 2 A 2，0001製図板後光スタンド
その他一般事務用品

燃料費 I 475，000 I 自動車ガソリン
47円x165fx3台X12月4初回円

パfク戎ノ1)ン

47円x15fx2台'x12月=16.920 
t 暖房用石油

350円x12 (1 8f)x 4月=168刃 .
ガス代 151， 200円自動車オイル10P∞ i 

印刷製本受 1 265，0001納付書 8跡 虫000枚三12月=釧00- I 

-154- -1.55-



収 入

~156-

~"*--~~:~f二31二二互
I I I (1漁担金|

否一三事一了一有一 一一一一一一ーすーっ

6，000，000 I I 

6.0 0 0， 0 0 0 I ! 

6，000，000 !吹上団地配水管布設工事負担金

1， 000 1 

(1 )繰越金i I 

|繰越金|

(5機収入I l' I 
(1 )雑収入I I 

しよーし」竺三上 101 一一一 一一

文 出

ァ157-





給 与 費 1 明細 e 警

→169一 軍 一161ー



昭和 4 2年度目野市水道事業

i 資産の部

|百7 玄五===::=.=.::.:=::------=-====一一7一 一一一「一一一一下一

l(一定資産

イ〉土 地 I 1ス318.4 79 I 1ス318，47.9

ロ)立

ハ).建

木

物

建物滋値段却引当舎

ニ ) 構 築物

構築物政価償却引当金

ホ) 機織及び装置

機械及び装置減価償却引当金

ヘ) 車鞠運搬具

車輔運BR具減価償却引当会

ト) 工兵器具及び備品

798.242 798，242 

1 8.88ヌ791

会-1JH-L222-11ス198.497 

3 7 0， 3 2 0， 9 3 0 

ム 46.884，831i 323，.136.099 

85.272，680 

ム 22.29ヌ677162.973.003 

2，51 4，201 

ム 50 6.2 5 1 I 2，0 0 7. 9 5 0 

1， 736、886

工具器具及備品減価償却引当金 I_Ê__a.till必~.I 89ι261 

チ〉 建設 仮勘定 I ._?斗宣之え立9_0.I 90，85ス000

(2) 投 資

イ) その他の投資

回 定 資 産合計

(2)流動資産

(1 ) 現 金 預 金

(2)未収金

イ) 営業未収金

(3)貯蔵品

イ) 原材 料

。一0一日一?
一

迎。 l 
51 5，582，531 

5，.108，662 

4.21究000 4，21 9，000 

1.523，485 

ロ〉量水器 ! ぷ~?~-Q_I幽叫

流動資産合計 I I I 山叫

し一一一一丘一一産一一金-jL一一一よ一一一一一一一一_1一一一一一一一」忌ム民主必£
-1 62-

予定 貸 借 対 照 表 (当該年度 k昭 和 4 3年 5月 31日)

資本剰余金合計

(2) 利益剰余金

nu 
n
u
 

n
u
 

nu 

門ぷイ〉 減俵積立 金

ロ〉 当年度未知選欠損金 !

繰越欠損金年度末残高|ム司05ス847

立性四回I I ム…7i

i i p製品4i
一一一一一一一一一」一一ー一一_1一一二一一よ一一一一」一一一一一|

当年度純利益

利益剰余金合計

剰余金合計

資本、合計

負債資本合計



! 負債の部 l 

13固定負債 I I 1 寸 1 
I (1) 長期借 入金 I 1 . I ' I I 

1 2 - i1… 

日)(昭和 4 2年 5月 3 1 予定 貸借対照表(前年度)年度目野市水道事業

L-=一一一一一一一一一一「一一一一一一一一一一午資 産 の部 1 

t国定 資 産

イ)長期借入金1 7，31 8，a 79 1ス318，479 

(1 )有形固定資産

地

国定負債合計798之42798，2 a 2 木

|[…( 
ロり)そ初の他未払φ I I ム三U叫444L0-qi 一一-

流動負債合計 i ! i | 

! 負債合計 l i ! ii辺三銭

| 資本の 部

同一云-7一一一丁一一一丁一一丁一一一一一 I一一一
I (1) 自己 資本余 I I 44，728.1501 
I (2) 借入資本合 : I ! I 
i イ)企業 法 I I 284，624，4971 I 

I -1 -山山imi山ARi
I I I 1332

，833，647 

4，41'4，1 2 61 

債負動ド流
(1 ) 会払未

イ〉営 業未払金

1ス545，a 97 

18，88呪791物

建物減価償却引当金

311.029，930 物築ニ)構

1 4 昭和

イ)土

ロ)立

ーノザ建

27ス24ス099一会~~:l$ _2J3~ 1 

80.723，680 

構築物減価償却引当金

ホ)機械及び装置

機械及び装置波価償却引当金 _ -~?立生色旦旦 i63.562，003 

708.95.0 

!ζ込1スi61，677 

1，1 1 4，20 1 

ム 405，251

へ)車輔運鎚具

車 i惰運搬具減価償却引当会

ト)ヱ具器具及び備品

44，728.150 286.261 

66‘1 63，000 

813.886 

ム
一
6

工具器具及び備品減価償却引当令!

テ〉 建設仮勘定

ロ)イ也会計借入金

nu
一

山
一

wけ
凡投(2) 

資本会合計9ス000イ)その他の投資

金余116.菊j4 4 3，7 2 6，5 3 1 回定資産合計
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昭和 41年度日野市水道事業予定損益計算書

(昭和 41年 4月1白から昭和42年 3~ 3 1日まで)

1 営 業 収 益

(1 )絵 水 収 益 78.5 0 0，0 0 0 I 

(2) 受託 工事 収 益 1 2，22 0，0 0 0 ! 

(3) そ の 他営 業収益 98~000 9t70~OOO 

2. 営 業 費 用

(1 ) 原水及 び 浄水資 9.030，000 

(2) 配水及 び給水 費 122，000 

(3) 同;z 託 工 事 主主 9，332，000 

(4) 総、 係 資 34，104，000 

(5) 減 価 償 却 費 ユJζ2丘{._e1_Q 69，855，81 0 

営 業 収 益 21，85仰 oi

3. 営業外収益

(1) 受取利息及び配当金 1，200，000 

徴収 委 託料 844，000 

(3) 雑 収 入 _j，_旦江主L 2，045.000 

当 年度総利益 23，895，1 9 0 

4 営業外費 用 .' I 

(1 ) 文払別息及び企業俵取扱諸費 23，38 6，0 00 I 

(2) 雑 支 出 、」正は叫 2旦旦0立立 | 

当年度純利益 8.190 1 

-1 6 6~ 

議案第 45号-

磁和 4 2年度

東京都日野市

農業共済事業会計予算書



(総

;Y 1 

~ 2 

硲和 42年度目野市農業共済事業会計予算

員リ)

条 昭和42年度農業共済事業会計の予算は次の定めるとこ ろKよる。

条 業務予定量は次のとおりとする。

水稲

陸稲

麦

引受戸数引受面積引受;収量

820戸 27，50C a 673.00 Ok9 蚕繭

家畜

引受戸数

121戸

20 

ヲ!受箱数及び頭数

2 4 7箱

200 1，600 1究000

270 ~OOO 6~OOO 

〈一時借入金〉

.:<t' 4 条一時借入金の限皮留は下記のとおり定める

農作物共演一時借入金 200千円

蚕縞共済一時借入金

家苔共済一時借入舎

業務勘定一時借入金

〈他会計からの補助金〉

5 0 

200 

500 

100頭

事務勘定

2，863千円

2.842 

20 

総合

I 6.260千円

i 6.239 

20 

全 5 条農業共済事業実施のため一散会計からこの会計(業務勘定〉ヘ補助を受ける金額は

1. 2 7 0千円である'0

昭和 42年 5月 1 。日

日野市長 有 山 総

-169ザ



家畜共済勘定 文 出

-170- -1 71-



硲和 4 2年度

東京都日野市

農業共済事業予算に関する説明書



農業共済事業

会計予算実施汁図説明書lj. ".p" 
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収入支出予算実施計画

1.総括

~1 77-



1. 6 1 6 I :i I ヲ|受収量x1 kg当り共済金額×基準共済掛金率

水稲共済会 673.0 OOx 70円×2.9%= 1. 3 6 6.1 90キ 1，36ス000

断面共済金 1呪000x70円x11. 2% = 1. 4 8.9 6 0キ 149.000

(収益的収入及

[記?ー益了一目 -1-1一二王町(

2.農 作物保険金 1， 0 '1 4 

農 作 物 保 険 金 1， 0 1 4 

農作物共済勘定

文

予定額

1， 7 7 4千円

1 1 8 

農 作物保険料 I 1 1 8 

麦責任準備金繰入

計

-1 78-

び支出)

入

説 明

{引受収量x1勾当り蛾会額子尋準共演掛語]二扇頁蒔一一一一一

趨盛量全ι52411日 OP3)x 2?_~'!_J二J土生巳三二三1 Z三i8三ピ三一一
陸稲域型金ι-12211× 70円と1ユ竺i二三とと3= 57. 7三三三 58・ー

乏理担金上( 6，0o 0三土盟主こと竺}.... 6 Z三竺:二Ef--U一三三if--

異常共済掛全基準額+(総共済掛金額一異常共済掛金基準額)x通常責任保険歩合

オqm保険金 471，100+( 1，366.190-471， 10o )XO.4~炉 82 ヌ 1 3会主 830，000

陸稲保険金 8史110+(148.960-8只110.) x 0.4% = 113.050キ 113.0 00 

1麦保険金 4史500 + (1 01，0 00-4又50 0 ) x 0.4% = 7 0， 1 0 0ニミ=71，0 0 0 

|農家負担共済掛金一保険料 44， 0 0 0 -1 5. 0 0 0ロ 2虫000

出

堕自保緋~ f 8虫1i 0十(148.96OP:!-8日 0円)XO.4%}ミ91.'163= 21， 887 :五日
茎儲妙~_f.~5.200+( 1 22竺G円一55，233223%}-67， 5 6 4= 1 4..5 1 6キ 1三巴り一 一

麦共済会 63.50Ox 30円x5.3%= 100，965宇 100，000 

農家負担共済掛金一保険料 5 5. 0 0 0 -1 5. 0 0 0 = 4 0，.0 0 0 

-1 79- 〈農業共済事業〉



i五日上二孟与:ト士二一て
収

一「ーー一一一一一一一ー一一ー一一
予定額

7 2千円

2 6 

2 6 

2.蚕繍共済勘定

方1款 蚕繭共済事業収益

明

(共済金額×農家負担率)

春蚕禰共済掛金 48 0， 0 0 0 x O. 8 2 7 =.， 3.9. 6 8キ 5.00 0 

夏秋蚕繭共済掛金 486.000X1.967=呪560キ 10，0 0 0 

晩秋蚕繭共済掛金 5 1 6. 0 0 0 x 2. 0 1 7 = 1 0， 4 0 8ヰ:1 1， 0 0 0 

会一険一一日一
一泊一

4 6 

4 6 

(農家負担掛金+国庫負担掛会)x O.ヲ

春蚕繭保険金 3. 9 6 8 + 4. 7 7 6 =ス 86 9キ aooo ! 

夏秋蚕繭保険会 呪560+虫860=17，478宇 18.0 0o I 
晩秋蚕菊保険金 1 0，4 08 +1 0，7 28= 1又022キ 20， 0 0 0 ' I 

蚕繭 保 険 、会

才 1款

蚕繭共済勘定

蚕繭共済事業資用

保 険 料

2.蚕繭 共 演 会 .
一一一一一一一一一ー一一ー-~ ーー一一一一一ー一一一ーーー一一一ー一一ー一一一

議 繭 共 済会

5 1 

5 1 

L 
計 ! 一 一一一

ァ18.1- (農業共済事業〉

一180ー



入

明

j病湯共済会 保換金とn鰯 2-0 1，0 0 0 I 

-

-1 82- 一18~日 (食業共済事業 〉



一一一「ー-._--E一 一一五十丁福引 説 一一一一一一 明

工品↓百戸 二二 14二一二 二
ーーーι一一 岬一一一一一一一'ー-一一一一一

支払事務費賦課金 79 水稲 2ス50 0 a X 1 7 = 4 6.7 5 0宇 46，000
一一一一一一 ー・ι四一
陸稲 1. 6 00 aX 1 2田1.9 2 CF.=1. 0 0 0 

L乏一一-3.000-a×1123‘600=河.000
官

蛍繭 247手自X24=5.92 8ヰ毛.000

家畜 4，788一.0一0一0-×J一-50一.0一~ =23，940-2 4，0 O~ 
「ーー“ーーーーーー

-， 

富 2，511 . I 2一般管理

給 料 1.282 職員 2名

一一手 =、1ゴν 91 6 職員手当

報 67 運営協議会委員(1.200円x4x9人)+

(共済連絡員 46人，X5 0 Of:r:T 66200円)
3 

一一一一一一一一 一一一一一 一
-184-

一185- (農業共済事業)



-186- 一187- 〈議莱共済事業〉



昭 和 42年度目野市農業共済事業会計資金計画

(注) 1. 業務勘定たけ現会預金口座を設けている ので各事業勘定は貸借関係で処理している。
車4

給料費 明細 害 、

-:-188-

昭和42年度目野市農業共済事業予定貸借対照表〈当該年度、)

1.営 業収益

(1 )農作物共指掛会

(2) 農作物保険令

(3) 農作物責任滋備金戻入

( 4) 一般会計繰入金

2. 営業 費用

(1 )農作物保険料

(2) 農作物共済会

(3) 農作物責任:準備金戻入

当年度。純利益

(昭和41住 4月1日~昭和42年 3f.131日〉

4 8 5.0 0 0 

3. O 0 6.0 0 0 。
1 0 2.0 0 0 4.1 9 3、000

8 3.0 0 0 

4.0 8 1. 0 0 0 

29.000 4，1 9 3.0 0 0 

昭和41年度日野市農業共済事業予定損益計算書〈蚕繭共済勘定 〉

1.営業収益

(1 )蚕締共済掛金

(2) 蚕縞保険金

2. 営業費用

(1 )蚕 繭 保険料

(2) 蚕繭共済金

当 年度純利益

(昭和41年 4月1日~昭和42年 5月31日)

2 4.0 0 0 

4 0，0 0 0 

2 0，0 0 0 

4 4， 0 0 0 

6 4，0 0 0 

6 4，0 0 0 

。

。

一189一 (農業共済事業)



昭和41年度目野市農業共済事業予定貸借対照表作梓度〉

昭和42年 3R 3 1日
昭和 41年度日野市農業:タ訴事業予定損益計算書 〈家畜共済勘定)

(昭和 41年 4月1日~昭和 42年 5月31日)

。

1， 5 96.0 0 0 

1， 5 9 6‘o 0 0 

昭和41年度日野市農業共済事業予定損益計直書 (業務勘定〉

(昭和41 ~包 4 月 1 日~昭和 4 2年 3月 31日)

779.000 

8 1スo0 0 

7 7 0，0 0 0 

8 1ス000 

益利純

1. 営業収益

(1 )家畜共済掛金

(2) 家畜保険金

2.営業費用

(1 )家畜保険料

(2) 家 畜共済金

当年度

2， 4 6 6.0 0 0 

2 3 1， 0 0 0 

金

会

1 営 業収益

(1}受取祷 助

(2) 賦課 2.6 0ス000

2 6，88‘000 

8スo0 0 

2，34スo0 0 

10，000 

2 1 2，0 0 0 

3 2，0 0 0 

会

費

費

費

金

収

2. 営業安用

(1)支払賦課

(2) 一般管 理

(3) 普及推進

(4) 損害評 価

(5) 負 担

営業

(長:業共済事業〉-1 91-

矢口 o 0 

6.0 0 0 

5，000 

1， 0 0 0 

益

息

入

総

益

，
3. 営 業外収

(1 )受取利

(2) 雑収

当年 1 5.0 0 0 

。1 5，0 0 0 

1.0 0 0 

1 4，0 0 0 

-190目、

益

益

芳リ

不リ

度

4. 営業外費用

{1)支払利息

(2)雑支出

当年度縄






